
新型コロナウイルス感染症対策情報
　10 月 13 日の第３回町議会臨時会において、新型コロナウイルス感染症対策として約１千万円を追

加補正しました。主な内容をお知らせします。

・社会福祉協議会コロナ対策助成事業　205 万円

 　�新型コロナ感染症の予防と拡大阻止に努める町内医療介護福祉関係施設や事業所に対する支援

と、施設等で強い使命感を持って勤務する従事者を応援するため、和寒町社会福祉協議会が行う

「コロナに負けないための応援事業」に対し、それらにかかる費用の助成を行います。

・インフルエンザ予防接種助成事業（助成拡大）　402 万円

 　�例年秋以降に流行する季節性インフルエンザと新型コロナ感染症の流

行が重なると重篤化すると危惧されている (1) 高齢者（65 歳以上）や、

学校などで集団発生が予見される (2) 高校生以下の乳幼児、児童生徒

の健康を守るため、助成を拡大し個人負担を 0円とする。

　※�町内医療機関での接種料 3,000 円のうち (1) と (2) の町民は助成額 1,800 円で個人負担 1,200 円

から、助成額 3,000 円で個人負担 0円となります。町立病院など医療機関に予約のうえ接種して

ください。（事情により町外の医療機関で接種を希望される場合は、保健福祉センターまでご相

談願います。）

・介護施設利用者管理システム導入支援事業　400 万円

 　�新型コロナの対応により、これまで以上に業務が増している介護従事者の負担軽減、施設内の他

部署及び感染発生時の応援職員との情報共有ツールとして、利用者管理システムを特別養護老人

ホーム芳生苑に導入し、記録業務の短縮、ペーパーレス化、施設内での情報の一元管理を図ります。

塩狩で町民植樹祭
　10 月３日（土）町民植樹祭を塩狩温泉跡

地で開催し、町民や森林組合、和寒建設協

会など、子どもから大人まで約 80 人が、シ

ラカバ、マユミ、モミジ 59 本の植樹を行い

ました。また町では、同跡地を自然や文化を

生かした憩いの場とするため整備を進めてお

り、今年は遊歩道を整備しました。

給食の食材をいただきました
　10 月 12 日（月）、北ひびき農業協同組合の榎本

實男組合長から、新米やかぼちゃなど地元産の農産

物を寄贈していただきました。

　寄贈いただいた農産物は、今後「ふるさと給食」

として、小中学校の給食の食材に使用される予定で

す。
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